
【基本方針】

【重点目標】

Ｅ：未実施（事業の取りやめなどにより評価不能又は困難。0%）

【達成度について】

Ａ：達成（目標を達成することができた。100%）

Ｂ：概ね達成（概ね目標どおり達成することができた。70%以上100%未満）

Ｃ：一部達成（目標の一部を達成できた。50%以上70%未満）

Ｄ：未達成（目標達成に向け取り組んだが、目標達成に至らなかった。50%未満）

理事

総務部

西戸　浩詞　（デジタル監）

安田　善昭

松井　俊之（公有財産マネジメント担当）

（５）
令和5年度
達成状況

分野みんなでつくる暮らし続けられるまち 行財政運営

公共施設等の最適化及び公有財産の有効活用を図る。

令和５年度 総務部の運営方針

部

監

部長
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目標 （５）
令和5年度
達成状況

みんなでつくる暮らし続けられるまち 分野 行財政運営

市民の利便性の向上や業務の効率性・生産性を高めるための自治体DX（デジタルトランス
フォーメーション）の取組の推進

これからの柏原市の人口、財政規模等を総合的に考慮し、適正な財産の総量維持に努めてまいります。
また、アフターコロナにおける社会変化への対応により、ＤＸ（デジタルトランスフォーメーション）の
活用がこれまで以上に必要とされることから、市民がデジタルの恩恵を受け入れられるような取組につい
て、引き続き推進してまいります。
さらに、用務等で来庁される方々の庁舎で過ごす時間を快適なものとしていただけるよう、飲食に関する
利便性の向上を図る取組を行ってまいります。
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目標
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目標 （５） みんなでつくる暮らし続けられるまち 分野

庁舎の有効活用の推進

令和5年度
達成状況

行財政運営



↓

1

公共施設等の最適化を図るための再編整備計画
を策定し、その計画に基づき、公共施設等の再
編に取り組みます。

公用廃止された施設等のうち、有効活用が期待
できないものについて、売り払うための準備に
取り組みます。

再編整備計画を策定し、再編にかかる施設改修

の設計等に取り組みます。

売払いを予定している公有財産の境界確定、測
量等を行います。

具体的取組

→

具体的な取組実績

総務部

達成度

→

今年度の達成目標 達成状況

今年度の達成目標

公共施設等の最適化及び公有財産の有効活用を図る。

部

重点目標

→

総合評価・総括

達成状況 達成度

具体的取組 具体的な取組実績

→

全体の達成度

所管室・課 公有財産マネジメント課

所管室・課 公有財産マネジメント課

↑

今後検討すべきこと



総合評価・総括 全体の達成度

今後検討すべきこと

具体的取組 具体的な取組実績

市民が来庁しなくても、インターネットなどを
使ってできる手続きを増やします。
また、業務の効率化・省力化、さらには市民
サービスの向上につながるＡＩやＲＰＡ等の新
技術の導入に向けた情報収集や検討を行いま
す。

→
所管室・課 デジタル推進課

具体的取組 具体的な取組実績

標準化準拠システムへの移行の準備として、現
在本市が運用している基幹系システムと国が示
している標準化準拠システムの機能の違いを比
較・整理をして、国基準に適合できるものと乖
離しているものなどを洗い出し、分析を行いま
す。

→
所管室・課 デジタル推進課

↓ ↑

国が進める自治体情報システムの標準化・共通
化の対象となる業務システムに関する標準化準
拠システムへの移行について、期限となる令和
７年度末までに遅滞なく行うための準備を進め
ます。

→

今年度の達成目標 達成状況 達成度

様々なデジタル技術を行政事務に積極的に活用
して、業務の効率化・省力化を図り、市民の利
便性の向上に取り組みます。 →

今年度の達成目標 達成状況 達成度

部 総務部

重点目標 2
市民の利便性の向上や業務の効率性・生産性を高めるための自治体
DX（デジタルトランスフォーメーション）の取組の推進



総合評価・総括 全体の達成度

今後検討すべきこと

具体的取組 具体的な取組実績

キッチンカー等移動販売による食事提供の開始
に合わせて、飲食スペースの確保に努めます。 →
所管室・課 総務課

具体的取組 具体的な取組実績

庁舎敷地内での食事提供の実現に向けてキッチ
ンカー等の移動販売の出店を募ります。 →
所管室・課 総務課

↓ ↑

庁舎及び庁舎敷地の有効活用により、来庁者や
職員の飲食に関する利便性向上を目指します。 →

今年度の達成目標 達成状況 達成度

部 総務部

重点目標 3 庁舎の有効活用の推進


